
 

 

 

 

 

 

 

リンドウほ場に「楽落くん」を設置 

 

  当課および農業技術振興センター農業革新支援部では、平成 30 年度から新品

種・新技術の確立支援事業に係るリンドウの獣害防止対策技術に取り組んでいま

す。その一環として、4 月 18 日に米原市大久保のリンドウほ場に簡易防護柵「楽

落くん」の改良型を設置しました。 

 

  リンドウは栽培適地が冷涼な中山間地域であるため、野生獣対策が課題となっ

ています。米原市大久保では、平成 26 年からリンドウの栽培が行われています

が、ほ場周辺にイノシシやニホンジカが生息しており、野生獣のリンドウほ場へ

の侵入による踏み荒らしが発生しており、被害拡大が懸念されています。 

「楽落くん」は、おもにアライグマ、ハクビシンおよびタヌキなどの中型獣か

ら農作物を守る簡易防護柵として埼玉県農業技術研究センターで開発され、構造

は高さ約 40cm のトリカルネットと通電線を組み合わせたものです。 

  昨年、4ａのほ場に「楽落くん」を設置したところ、設置期間中の野生獣によ

る侵入が減少しました。今回はさらに大型獣の侵入を防ぐことを目的に、同じほ

場に改良型を設置しました。改良型とは、地上 40cm に設置する通電線を地上 1

ｍにも設置したものです。 

  今後、野生獣に対する防護効果のモニタリングと判断を行い、必要に応じて改

良していく予定です。 
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6 名の 1.5 時間で設置 「楽落くん」の改良型 

新たに支柱を設置 新たに通電線を設置  


